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第 2四半期（累計）業績予想値と決算値の差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 23年 5月 12日付の平成 23年 3月期決算短信〔日本基準〕（連結）で開示しました平成 24年 3月期第

2四半期累計期間（平成 23年 4月 1日～平成 23年 9月 30日）の業績予想値と本日公表の決算値に差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24年 3月期（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）の業績

予想についても、本日開催の取締役会において修正することといたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第 2四半期（累計）業績予想値と決算値の差異 

平成 24年 3月期第 2四半期累計期間（平成 23年 4月 1日～平成 23年 9月 30日） 

  ①差異の内容 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

10,810 

百万円 

1,360 

百万円 

1,280 

百万円 

610 

円銭 

11.81 

決 算 値 （ Ｂ ） 10,253 1,602 1,622 805 15.59 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △557 242 342 195  

増 減 率（ ％ ） △5.2 17.8 26.7 32.0  

( ご参考 ) 前期実績 

（平成 23年 3月期第 2四半期) 
11,885 2,366 2,279 1,276 24.70 

 

  ②差異の理由 

   売上高は東日本大震災以降の節電対策に伴い、上下給排水売上、熱供給売上が当初予想より減少しま 

したが、対応する売上原価も減少したことに加えて、諸経費と修繕費の一層の削減、固めにみていた償

却方法の変更に伴う償却費の一層の減少により、営業利益、経常利益、四半期純利益が前回発表予想を

上回り、特に四半期純利益は 32％の増加となったため、業績予想値と決算値に差異が生じました。 

 

 

 

 



 

 

 

２．通期業績予想の修正 

  平成 24年 3月期（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日） 

  ①修正の内容 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

21,260 

百万円 

2,370 

百万円 

2,290 

百万円 

1,050 

円銭 

20.32 

今 回 修 正 値 （ Ｂ ） 20,910 2,980 2,960 1,400 27.10 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △350 610 670 350  

増 減 率（ ％ ） △1.6 25.7 29.3 33.3  

( ご参考 ) 前期実績 

（平成 23年 3月期) 
22,515 2,486 2,396 2,045 39.58 

 

②修正の理由 

   売上高は、平成 23年 9月に取得しました関西国際空港に隣接する「りんくう国際物流センター」、11

月末竣工予定の神戸空港格納庫及び東京国際空港勤務者向け共同住宅の売上が増加する一方、東日本大

震災以降の節電対策に伴い、上下給排水売上、熱供給売上の減少が見込まれます。しかしながら、売上

減に対応する売上原価も減少したことに加えて、通期では収益性の高い物件が利益に寄与すること、修

繕費等の一層の削減、固めにみていた償却方法の変更に伴う償却費の一層の減少により、各利益が前回

発表予想を上回る見込みであり、特に当期純利益が 33％増加することを予想しております。このため、

前回予想の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益を修正するものです。 

 

 

 （注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。 

    実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる場合があります。 

 

以 上 


